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主要な 地点

西郷小学校

新ポ ー ト キ ャ ン パス

総合モビリティ 窓口の設置

レンタカーカウンターにおける

レンタカーに加え、グリーンス

ローモビリティ や超小型モビリ

ティ の貸出などを行う 。

広域バス路線の町中心部

路線への乗り入れにより

周辺地域から西郷港までの

直接アクセスを増強

西郷港周辺地区への都市機能

の集積に対し 、誰もが気軽に

アクセスできるよう 、公共交通

ネット ワークの維持・ 拡充を図

っていきます。

バス定期券利用者の土日祝

限定の乗り継ぎ無料化（ 西郷

地区への休日お出かけ促進)

町中心部路線と広域バス路線

との乗り継ぎ運賃の導入

西郷漁 港

京見屋分 店
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再開発準備組合の設立 再開発組合の認可 権利返還計画の認可

学生・ 市民へ
バスルート アンケート

隠岐ー畑交通や
隠岐汽船、 タ クシー
交通関係各所等へ
個別ヒ アリ ング

市街地区域の
開発に 必要な 認可・ 申請

設計・ 工事

交通ルート

駐車場・ 駐輪場

道路整備

モ ビ リ テ ィ

飲食店

店舗

シ ェ ア キッ チ ン

住居

ゲス ト ハウ ス

U Iタ ーン

海水温浴施設

島の大学

隠岐塾

島根県管理区域の
開発に 必要な 協議・ 申請

港湾区域の計画変更国道485号・ 県道・ 臨港道路の整備協議
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①20代前半男女(2名) 12組/年
②20代後半女性 12人/年
③30代子連れ夫婦(3名) 12組/年
④60代定年帰郷夫婦(2名) 12組/年

隠岐の島総合振興計画の目標

「 定住者増加数」 の実現に向けたプロセス

OPEN
市街地区域 

OPEN
港湾区域 

市街地区域 基本設計基本計画 区域,予算調整 事前調整

港湾区域 設計

市街地区域 実施設計 工事

工事
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ヒ

地権者、 敷地内店舗、
漁業関係、 水産高校へ
の個別ヒ アリ ング

足を運び対話を重ね
合意形成をはかる

ヒ ヒヒ

ヒ ヒヒ

ヒ ヒヒ

足を運び対話を重ね
合意形成をはかる

ヒ ヒヒ

専門家へのヒ アリ ング
技術面を押さ える

HH

学生・ 市民アンケート
と ヒ アリ ングを反映

ヒア

専門家へのヒ アリ ング
管理運営を押さ える

ヒヒ

新店舗事業者
個別ヒ アリ ング

ヒ ヒ

・ 出会いの広場検討
・ ポート タ ーミ ナル改修検討
・ 新バスルート の実現化

・ 出会いの広場使い方検討
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地権者への
個別ヒ アリ ング

市民、 学生、 地域住民、
まちづく り 団体など
ヒ アリ ング

UIタ ーン移住者
へのヒ アリ ング

ヒ ヒヒ

分室の
設立

ヒ ヒ

W S

学生・ 市民アンケート

GOKA、 海水温浴事業者
ほかヒ アリ ング
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仮住まいへ転居空き 家改修工事

仮店舗へ転居空き 家改修工事
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設立

街並みをつ
く る外観の
模型を作り
意見を出し
合います。

目標実現
のスタ ート

目標実現
のスタ ート

①～④が定住し
たいと 思う き っ
かけを 考える

各事業運営計画と
雇用の創出

事業継承スキ
ーム策定

雇用の開始・ UIﾀ ﾝー移転先
の確保・ 島の大学子育て部

開設等 10年計画の場合の目標実現プロセス

島の大学で定住をサポート

ポート キャ ン パス完成プ ロ セス

各計画の策定

1 期 ２ 期

みんなで歩く ・ 体感する

地元のみなさ んと、 どんな
モビリ ティ があると 良いか
、 お気に入り のルート はど
こか、 まちを一緒に歩きな
がら、 意見を交わし ます。

こ こ 私の
散歩道!

みんなで考える

暖かい待合、 バスに乗り
たく なる待合など、 理想
の交通拠点を考えます。

冬は
足湯がある
のはいい!

みんなで魅力を探る

隠岐の魅力を伝える食
文化とは何か、 隠岐水
産高校の学生などと 一
緒に隠岐の食文化をブ
ランディ ングし ます。

魚がすぐ
捌けると
いいな

みんなで考える

あんき横丁で使う 家具や、
サイン、 照明デザインのア
イデアを出し 合います。

みんなでつく ってみる

緑が欲し い!

みんなで考える

住民のみなさ んと シェ
アスペースの家具アイ
デアを出し 合います。

みんなで考えるWS

模型を使って温浴施
設配置や素材、 景観
についてを考えます

みんなでやってみる

遠隔双方向のデジタ
ル実装でデザインレ
ビューを開催し ます

みんなと 居る分室

島内に、 より 深く 関
わるため、 JVの分室
を設けます。

みんなでつく る

オープン後も 、 島のみんなで島の未来を考える

まちづく り の拠点と し て、 「 島の大学」 は

西郷港ポート キャ ンパスに必要な核と なり ます。

シェ アスペースの家具を住民
のみなさ ん、 学生、 子どもた
ちと 一緒につく り ます。

いい感じ !
愛着が

湧く ね！

今日はポート
キャ ンパス

物語！

みんなで祝う

着工・ 竣工の際、 一緒に考えたみなさ
んと 、 これからを作っていく 学生や子
どもたちと オープニング・ クロージン
グイベント を開催し ます。

見学会で
出来立ての

施設を
リ サーチ

使い方を考える

学校と 連携し た部活
動や、 課外活動での
拠点と なる場所をど
う 使いこなすか、 様
々な企画を考えます

wi-fi がある
から パブリ ッ ク

ビュ ーイ ングでき る!

みんなで伝える

工事期間中も
気運を醸成し ます。

現場見学会を開催し ”できるまで”を取
材し 、 みんなで取り まと め、 新聞づ
く り やラジオなど、 島外にも発信し
ます。 複数回に渡る企画は人材育成
にも繋がり ます。

みんなで歩く WS

出会いの広場の使い方やイ
ベント や企画を、 船待ちテ
ラスから、 現場を歩き、 体
感し ます。

・ フード プロデューサーの育成

・ 雇用の創出と 、 情報発信
・ 食文化継承の人材育成
・ 新し い隠岐の名産品をつく る
　 隠岐水産高校食品クラブと の共同開発など
・ 誰でも使えるシェ アキッ チンの運用

・ 空き家改修のサポート
・ UIタ ーン向けの情報発信
・ 派遣学生や研究員などの中長期滞在サポート
・ シェ アラウンジの管理
・ 住民の「 島の大学」 参加

・ 健康促進の地域連携
・ 交通機関と の連携
・ 医療と の連携
・ あんき横丁と 「 健康づく り 」 での連携

・ テラスや広場の活用を考える学部の設立
・ 食文化を伝える学部の設立
・ 隠岐塾の実装、 人材育成
・ 学生によるライブラリ ー運営の実装
・ 子育て世代へサポート を考える学部の設立
・ 防災のプロを育てる、 減災ド ローンの活用

【 商業】 に関する島の大学での取り 組み

【 暮らし 】 に関する島の大学での取り 組み

【 健康】 に関する島の大学での取り 組み

島の大学での取り 組み

ア

ヒ

ア ン ケ ー ト

多数の方の意見を 反映

みん な の意見や

ア イ デア を 共有す る

デザイ ン レ ビ ュ ー

模型を 囲ん で 多世代で

話し 合い 最適解を 考え る

た めのワ ー ク シ ョ ッ プ
W S

DR

ヒ ア リ ン グ

個々に 対話し 丁寧に 抽出

・ 待合スペースの検討
・ 建物セッ ト バッ クの検討
・ 自由通路の検討
・ 道路照明計画の検討

・ 交通ルート の改変計画
・ 道路拡幅整備の検討
・ 必要駐車場台数の調査

・ バスポート の検討
・ 交通待合スペースの検討
・ 新モビリ ティ 導入検討
・ レンタ カー待合の検討

・ 各道路と の整備協議
・ 敷地内での歩道拡幅
・ 駐車場台数の検討

・ 店舗面積の調整
・ ゾーニング
・ 空き家 改修設計
・ ﾌー ﾄﾞ ｺー ﾄﾌ゙ ﾗﾝﾃ゙ ｨﾝｸ゙

・ 地権者の意向調査
・ 空き家調査、 予算確保
・ 面積整理
・ 新規事業者調査

・ 各店舗の詳細検討
・ 設備詳細検討
・ あんき横丁詳細検討
・ 照明、 家具計画

・ 移転事業者のサポート
・ 新規事業者のサポート
・ 開発時の仮店舗計画

・ 住居面積の調整
・ ゾーニング
・ ﾌｧｻー ﾄﾞ ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝの調整
・ 空き家 改修設計

・ 地権者の意向調査
・ 空き家調査、 予算確保
・ 面積整理
・ UIタ ーン,中期滞在者調査

・ 各住戸の詳細検討
・ シェ アスペース検討
・ ゲスト ハウス検討
・ シェ アスペース家具検討

・ 仮住まい 空き家改修計画
・ 敷地内,周辺住民と の調整
・ UIタ ーン移住者のサポート

・ 面積規模、 ゾーニング
・ 設備計画の検討
・ 管理運営 計画の検討

・ 人材育成
・ 面積規模、 ゾーニング
・ 管理運営 計画の検討

・ 部活動の提案
・ 各場所の詳細検討
・ 運営に向けて企画検討

・ 海水、 地形、 泉質調査
・ 島民利用と 観光利用の想定
・ SGDsモデル事業計画

・ デジタ ル実装の調査
・ まちづく り 団体と の連携
・ ステークホルダー調査
・ 学校連携

・ 内装検討
・ 設備詳細検討
・ 地域と の連携協議

・ 健康の見える化を検討
・ 健康系指導士の育成
・ 管理運営方針検討

・ デジタ ル実装の運営方針
・ 空き家を利用し た分室の準備
・ 人材の発見

空き 家改修計画策定、
”分室”島内での働き 方

について考える

2022 年度(R4) 2023 年度(R5) 2024 年度(R6) 2025 年度(R7) 2026 年度(R8) 2027 年度(R9) 2028 年度(R10) 2029 2030 2031

小五 小六 中一 中二 中三 高一 高二 高三 社会人

断面diag ram  1/1000

隠岐の島町
1 /2 4 -2 7 日
ヒ ア リ ン グ

百人委員会が目貫通り の夏の

土曜夜市を 2019 年まで続けて

いたので、 継続し て西郷地区

の活性化につなげたい。

住民は高齢者も 多いので、 立体駐

車場では、 停める人が少ないかも

し れない。 配慮し ても らえれば。

あんき市場には組合の協力で、 隠

岐の島全土からの農産品を集める

ネッ ト ワーク があるので、 地産地

消のフ ード コ ート があれば。

水産高校の海洋ク ラブ

で釣り をする人が多い

が、 さ ばいて皆にふる

まえるシェ アキッ チン

があれば休日に行く 。

風呂は需要があると 思う 。 冬季の

荒天時に、 遠洋漁業の船が 2,3 日

停泊する。 船団員から お風呂の要

望が多いので、 浴場は冬も 人が来

る。 またフェ リ ーの発時刻が 午

後 なので、 夏はシャワーを浴び

て帰り たいと いう 要望が多い。

移住し た後コ ミ ュ ニティ に入れ

ず出ていく 人が多い。 京見屋や、

ゆら ゆら、 面谷商店のよう に、

人が集まる場所にたどり つける

か。 ハブになると こ ろが必要。

新し い場所ができて、 消費

と 雇用を増やし て人が残る

まちにし てほし い。 こ のぐ

ら い変えないと 西郷は変

わっていかないと 思う 。

10 年後の隠岐の島・ 西郷にどれ

だけの人がいるか、 そこ から 逆

算し てどれだけ増やすべきか、

どう すれば人口減少に変化があ

るのかを一緒に考えていきたい。

島で暮ら すと いう こ と は、 毎日海から やっ てく る新し い出会いに満ちていると いう こ と 。 出

会いはわたし たちを ワク ワク さ せ、 新し い発見に学び、 再会を喜びあえる、 人生がかがやく

瞬間に最も 近いと こ ろ で暮ら すと いう こ と です。

西郷地区から 「 西郷港の間口」 へ向けた「 海ーまち軸」 は、 島での暮ら し の幸福を再定義し 、

再発見するための「 コ コ ロの都市軸」 です。 島で育つ人、 島を訪れる人、 島に還る人を 笑顔

で出迎えら れる場所になるこ と がポート キャ ンパスの目標です。

西郷港ポート キャ ンパス～コ コ ロと カ ラ ダに優し い街区

「 海－まち」 の街は「 船待ち」 の場。 出会いを 待つ希望の空間を導き ます

ポート キャ ンパスがめざすも の1

西郷港地区の将来についてたく

さ ん考えてく れている小学生の

皆さ んが、 高校生になる頃まで

に、 隠岐の島に関わるすべての

皆さ んと 、 島の玄関口の新し い

姿を語り 合い、 その変化を実感

し ていけるよう なスケジュ ール

を 考えまし た。

アンケート やワーク ショ ッ プ、

デザイ ンレビュ ーなど様々な方

法を駆使し て進めます。

成果を み ん な で よ ろ こ び あ え る 、 テ ン ポ 良い 計画

「 島の大学」 は、 こ う し て生まれる「 人の輪」 を広げ、 育て

ながら 出来上がっ ていく 場所だと 考えています。 デジタ ル田

園都市国家構想、 地方創生 SGDs のモデルと し て、 島外ー島

内の交流やリ モート ・ イ ノ ベーショ ン、 一歩進んだ健康増進

社会へのチャ レ ンジも「 島の大学」 のミ ッ ショ ンになるでし ょ

う 。

島内でも すでにこ う し た動き ははじ まっ ています。 大阪大学

や神戸大学減災デザイ ンセンタ ーと の連携によっ て、 地方創

生サテラ イ ト の設置も 予定し ています。

島の 大学： 歩い て 、 聞い て 、 手を 動かす
町民 目線の学び 場 づ く り

新し い 都 市機能を 増進 し 、 都市構 造を 再編す る

隠岐の島町立地適正化計画と 連携し 、 ポート キャ ンパスには社会教育施設 ( 島の大学 )、 健康

増進施設 ( 温浴 )、 サード プレ イ スなど、 新し い都市機能を誘導し 、 都市再生の拠点化を 目指

し ます。 また地域公共交通計画と の連携により 西郷地区と 島内各所を結ぶ公共交通の持続可

能な再編を 計画。 またキャ ンパス内交通の安全性を 向上さ さ せます。

キャ ンパスづく り と 人づく り2

２ 次審査の提案をするにあたり 、

４ 日間、 隠岐の島に訪問し 、 多く

の方々から ご意見を 伺いまし た。

高校生のラ イ フ スタ イ ルから 、 若

い事業者の皆さ んの息吹、 産業の

構造的な課題、 島を 訪れる人々の

生態など、 多く の魅力的なお話を

聞く こ と ができ まし た。

「 コ コ ロ の都市 軸」 に よ る 島 の幸福の再 定義

事業スケジュ ール略号

事業ス ケ ジ ュ ー ル

隠岐水産高校のライフ スタ イルのヒ アリング

隠岐塾を 通して考える未来へのヒ アリング

夜景： 沿道が明るく なり、夜市などの夜のにぎわいもつくります。現在暗い国道沿いも、安心して歩ける夜間景観を整備し ます。

P
P P

P
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Ａ 街区
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OP　

G ジオゲート ウエイ

B 街区

キャ ンパス通り

隠岐
ポート プラ ザ

キャ ン パス内の交通

主動線と なる キャ ン パス

通り と ポート アベニュ ー

は、 駐車場再配置によ っ

て通過交通を 減ら し 減速

走行によ っ て、 歩行者に

と っ て安全な移動空間を

提供し ます。
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T  タ ー ミ ナ ル街区(港湾）  

ポート キャ ンパスの構成３
ポート キャ ンパスは A: 船待ち交流街区と B: まちなかく つろ ぎ街区

と 臨港道路を挟んだタ ーミ ナル (t)、 ジオゲート ウェ イ (g )、 出会い

の広場 (p)、他港湾施設から なる T： タ ーミ ナル街区から 構成さ れます。

A 街区と B 街区の間の国道を「 キャ ンパス通り 」、 臨港道路のキャ ン

パス内部分を「 ポート アベニュ ー」 と し 、 低速化、 通り 抜け交通を

最小化し 、 安全なキャ ンパスエリ アと し ます。 沿道には広く なっ た

歩道に飲食やお土産などの商店が並び、 沿道照明によっ て夜も 明る

く 安心な景観を つく り ます。

キャ ン パスの安全・ 安心
また A 街区と B 街区 , 隠岐ポート プラ ザ (OP), タ ーミ ナル (t) と 出会

いの広場 (p) は２ F レ ベルでブリ ッ ジで接続さ れており 、 悪天候時、

災害時でも 安全に施設間の移動が可能です。

既存施設と 本提案の規模（ 改訂版）
温水温浴施設

島の大学

ｼｪｱｽﾍ゚ ｽー・ ｻー ﾄﾞ ﾌﾟ ﾚｲｽ

商業（ 物販店）

商業（ 居酒屋・ ｽﾅｯｸ）

  945㎡　 　 　 　

629 ㎡　 　 　 　

 539㎡/  6店舗

91 ㎡/  2店舗

99 ㎡/ 3店舗

157 ㎡/  2店舗

184 ㎡/  1店舗

商業（ レンタ カ ー）

商業（ 美容）

商業（ 産直市）

1490 ㎡/26 世帯

 64台／28 台

居住（ ｹ゙ ｽﾄﾊｳｽ含む）

駐車場／駐輪場

（ 新しく 整備）

（ 新しく 整備）

2103 ㎡　 　 　 　（ 新しく 整備）

学童保育・ 中高生ｶﾌｪ 292 ㎡　 　 　 　（ 新しく 整備）
（ 新しく 整備する数）

う ち 8 店舗 既存（ 約800 ㎡）

う ち 4 店舗 既存（ 約300 ㎡）

う ち 3 店舗 既存（ 約300 ㎡）

う ち 3 店舗 既存（ 約100 ㎡）

う ち 2 店舗 既存（ 約100 ㎡）

う ち 1 店舗 既存（ 約100 ㎡）

+ 2店舗

+ ﾎ゚ ﾄーﾀー ﾐﾅﾙ内に96 ㎡

+ 2店舗

 + ﾎ゚ ﾄーﾀー ﾐﾅﾙ内に74 ㎡

(1 区画集約)

+ 84㎡

+ 9世帯

+ 駐車12 台

う ち 17 世帯 既存（ 約 1500 ㎡）

う ち 52 台 ／28 台

商業（ 喫茶・ 食事）   559㎡/  10店舗

 断面イ メ ー ジ

長手断面イ メ ー ジ

A   船待ち 交流街区 

B　 ま ち な か

く つ ろ ぎ 街区

すでに移住者や大学生、島の協力者により、島

の子ども たちの新たな教育のサポート プロジ

ェクト が動き出しています。その拠点であり 、隠

岐の島町に来たく なる教育環境の一つに育つ

よう にサポート し ます。

隠岐塾

3 F 吹抜けを囲む温浴施設と ＜島の大学＞

海を 眺めら れる温浴施設には海水温浴エリ ア

（ タ ラ ソ テラ ピー） が設置さ れ、 町民も

観光客も と も に楽し めます。

また < 島の大学 > では、 ２ １ 世紀型の島内外

交流を促し 、 子ども たちの新し い教育環境を

つく るデジタ ル田園都市構想にチャ レ ンジ

する人々を 応援する設備を 完備し ます。

2 F 全シーズン型広場と 海を望む大階段

　   こ ども 達の溜まり 場 [ 船待ちテラ ス ]

吹抜けから 自然光が降り 注ぐ 船待ちテラ スは全天候型

の公共スペース。 イ ベント などにも 活用でき ます。

冬期は透明のビニールで出来た防風カ ーテンで仕切る

こ と で、 寒い海風も 防ぎます。

船待ちテラ スには無料で楽し める「 足湯」 も 設置。

あっ たかい気持ちで船が来るのを 待つこ と ができ ます。

1 F 隠岐の食どこ ろ 「 あんき 横丁」
２ F 町民広場の下には、 地元の農水産物や食を楽し める

フ ード ホール「 あんき 横丁」 を配置。

キャ ンパスのあら ゆる所から アク セスでき 、

近隣住民にと っ ても 立ち寄り やすい

「 港の駅」 です。

２ F・ 3 F 
安心し て街中に暮ら せる

ハウジングと 滞在施設
防災上安全な２ F 以上に住宅と

滞在施設を配置し ます。

生活利便性のある

A 街区にも ブリ ッ ジで

往来するこ と が

でき ます。

1 F

キャ ンパスの街並みをつく る

商店の賑わいと 駐車場
広く なっ た歩道に軽食や喫茶、

土産店などが軒を 連ねて

港の賑わいをつく り ます。

駐車場は道路側と ピロティ に

分散し て配置。

　 　 　 　 　 　 　 　 ＊一部、 既存の商店を

残し ながら 開発

を行います。

旅立ちを見送る島の名所
無数の紙テープで旅立つ人を見送る隠岐の島なら で

はの情景。 故郷ら し い景観と するため、 バス乗り 場

の屋根などを石州瓦で統一感のあるデザイ ンに。

B　 ま ち な か

く つ ろ ぎ 街区

t   タ ー ミ ナ ル
の改修

２ F 
島への帰還を出迎える

先輩ラ ウンジ
フ ェ リ ー連絡橋から つながる２ F には

高校生達と 共にデザイ ンし た家具

などで先輩の里帰り を

出迎えるラ ウンジを 設置。

島を離れても 、 つながっ て

いる関係をサポート する空間。

p   出会い の広場 

港の健康づく り スポッ ト
イ ベント 時には屋根下を本部や休憩場所に活用でき ます。

土壌や風土・ 潮風に強い樹種を 採用するこ と で、 日常・ イ ベント 共に様々な舞台を演出する環境を整備し ます。

A   船待ち 交流街区 

B　 ま ち な かく つ ろ ぎ 街区

A   船待ち 交流街区 

海水温浴施設
町民の健康増進施設で

あり、健康寿命を 伸ばす

社会福祉政策とし ての効

果と 同時に、観光誘致の

重要なキラ ーコ ンテンツ

と なります。

居住者の方同士の交流の場であり 、設計段階でどのよう な

場所があればいいかを 丁寧にヒ アリングをし ながら 進めて

いきます。また着工前には空き家を 活用し た社会実験とし

て、有用なシェ アスペースの運営をリ サーチし ます。

シェアラウンジ

船待ちテラスとタ ーミ ナ

ルが直結し ているので

直前までA棟で時間を

過ごせます。

Ａ 棟と の一体化

業務開始時から 、西郷地区にどのよう

な場所があればいいかを 丁寧にヒ ア

リングし 、持続可能な活動や場所づく

り を 町民と 共につくります。

島の大学

出雲大社分院の前には駐車場を設け、あんき横丁に入る

入口を 複数個所設けます。路地を 通って横丁に

入っていく 昔の西郷地区の街並みの

スケール感を継承し ます。

出雲大社分院への配慮

こ ども 達の居場所になるラ イ ブラ リ ー・

児童館を 船待ちテラ スに配置。 西郷中学

生・ 小学生が公共交通機関で来れる交通

整備をするこ と で、 西郷地区のこ ども 達

にと っ て家や学校だけではない「 第３ の

居場所」（ サード プレ イ ス） になり ます。

水産高校の海洋ク ラ ブ ・ 食品ク ラ ブなどの活動の場所

と し て、 W ifi 環境の整っ たシェ アキッ チンと ラ イ ブラ

リ ー、 DVD 鑑賞、 カ フ ェ が複合化し た場所が西郷地

区にあるこ と で、 若者の活動の発信地でも あり 、 多世

代の島民交流の場所と なり ます。

隠岐水産高校食品クラブ・ 海洋クラブの活動
引用： 隠岐水産高校HP　

一次審査の書類では、すべての駐車

場を B棟にまと めていまし たが、住民

の方々へのヒ アリングを 受けて、駐

車場が店と 直結している重要性、高

齢者が多いことで立体駐車場が好ま

れないこと を 受けて、A棟の周り にも

数台の駐車場を 検討し まし た。

店と 直結する駐車場

目貫通り や路地空間の意匠やス

ケール感を 継承し つつ、安全な

居住空間や景観を目指し ます。

大規模になるB棟の駐車場は、

街路に面さ ない内側に配置す

ること で、景観への配慮を徹底

し ます。

景観への配慮

イベント 時には3階の島の大学とも連動して全館で催し が行われます。
お別れのロープでできた巨大クリスマスツリ ーでの再会で帰省がより 感動的なものになります。

天候に左右さ れず集まれる「 船待ちテラス」

足湯

防風カ ーテン

雄大な自然を眺めながら心が洗われるだけでなく 、
海水のミ ネラル成分により 新陳代謝が促進さ れ、天然温泉よりも高い健康効果が得られます。

西郷の絶景に臨む海水温浴施設

船待ちテラスでは、船を待つ島外の方だけでなく 、高校生バンド の発表の場や、
中高生の日常的な居場所など、島の人々の活動の場になります。

まちの人々の活動の場になる全天候型広場

既存の商店と チャレンジショ ップ・ あんき市場の入る
フード ホールでは、隠岐の海の幸・ 山の幸を楽し めます。

既存商店と 隠岐のう まいもんを一度に楽し める「 あんき横丁」

海ーまち軸に開かれた広場でのイベント・ 大階段・ 船待ちテラス・ 海水温浴施設が西郷のまちの顔と なります。

人々を出迎える「 出会いの広場」

全戸に心地よい採光・ 通風が確保さ れます。
豊かな共用部やシェアラウンジは、滞在者と 生活者の交流の場になります。

路地に一軒家が並ぶ心地よさ のある居住滞在空間

現状の西郷地区の景観や、目貫通り 沿いの景観を踏襲して、
1.2階の壁面は商店の大きさごと にずれや路地をつくり、居心地よく 歩いて楽し い景観を作ります。

大きな施設でも、まちを歩く 日常を

12m に拡幅さ れたキャンパス通り 沿い歩道や両棟のテラスは、
し げさ 踊り などのイベント の際の観客席にもなります。
日頃も路面店や商店でにぎわいで人々を迎えます。

広 と々して気持ちの良いポート キャンパス

フェリ ーから降り た時のワクワク感をつくり ながら、少し の間居場所と なれる空間をつくります。

「 ようこそ」と「 またきてね」を伝えるエント ランス空間


